
看護師数

業務内容

看護の特徴

SPDセンター（滅菌器材管理室）

看護師⻑１名、看護師２名、医療補助員17名

 最先端で難度の⾼い⼿術医療を提供するために、多種多機能な医療機器の洗浄、点検、組⽴、滅
菌を⾏い、安全・安定的に供給を⾏っています。

 再⽣使⽤可能医療機器の洗浄・滅菌の質を担保し、安全そして安定的に供給するため、⽇々の業
務を18に細分化し実践しています。当院の再⽣使⽤可能医療機器は、⼿術器材、医科・⻭科器材、
軟性内視鏡等多種多様であり、取り扱に対する専門的知識を必要とする器材が多く含まれます。そ
のため、業務の習得状況に合わせ必要な資格取得を⾏い、洗浄、滅菌⼯程において、より専門性の
⾼い実践が⾏えるよう努めています。

滅菌器材管理室での業務

器材の流れ

資格 取得人数

感染管理認定看護師 1名

第一種滅菌技師 3名

第二種滅菌技士 11名

滅菌管理士 1名

普通第一種圧力容器取扱作業主任者 17名

特定化学物質及四アルキル鉛等作業主任者 16名

資格取得状況（2021年12月現在）

洗浄

血液などの汚染物を器材から除去する事で、効果的な殺菌や滅菌をするためには重
要な役割を果たします。作業者の感染防護策を徹底し、器材毎に適した洗浄方法や
洗浄剤を使用し洗浄を行います。

点検
組立

洗浄後、拡大鏡付きスタンドを使用し汚れが残っていないかを目視で確認します。
次に、器械の関節部分がスムーズに動くかなど、器械のメンテナンスを行います。
その後、器械のセット組みを行います。

滅菌

滅菌とは、全ての微生物を殺滅または除去する事です。滅菌の方法として高圧蒸気
滅菌、酸化エチレンガス滅菌、過酸化水素プラズマ滅菌などがあり、器材の素材、
性質に合った滅菌法を行います。


